





( 年 月 日受付 年 月 日受理)
- -
要旨 第 次南極地域観測越冬隊（第 次越冬隊）は 名で構成され，























進め，同年 月 日の越冬交代を完了し，第 次隊による越冬活動を終え
た．本報告に越冬活動の概要を記す．
は じ め に
第 次南極地域観測越冬隊（第 次越冬隊）は，隊長以下 名で構成され（表 ），全
員が昭和基地で越冬した．日本出発前の隊員の平?年齢は 歳であった． 年 月
日に第 次越冬隊から昭和基地の観測・設営業務と施設維持・管理を引き継ぎ，第 回























本南極地域観測隊第 次隊報告の 章 昭和基地越冬経過（国立極地研究所， ）およ
び同隊夏期行動報告（伊村， ）を参照されたい．なお，以下で年の記載が特に無いも
のについては， 年 月から 年 月までの間の日付を表している．








































































































































































































































































































































①特別講義（全 回， テーマ，各テーマ - 分）
・第 回 月 日（火） - 総論・海氷（牛尾）/雪上車・橇（飯泉）


























電離層垂直観測， / レーダー観測，リオメータ吸収の測定， オーロラレー
ダー，および宇宙天気予報のためのデータ収集に関して，定常的な観測・保守作業の他に
悪天候後の施設点検，不具合対処を継続した．地上・高層気象観測の他，オゾン観測を継





























































































































































































研 究 観 測
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欠測 回，資料欠如 回，再観測 回の他は概ね順調であった．オゾン全量観測を 日







































() - 帯 / 電磁波動観測
月に宙空部門ネットワークのサブネット化に伴い，データ収録 の アドレスを変
更し，同時にデータ伝送状態の確認を行い， への伝送に問題がないことを確認し
















た．また， 月 日に第 レーダーの受信機を更新した．
牛尾収輝
() 全天オーロラ カメラによるオーロラ動態の観測







加工し，これに伴い機器類を移設，再配置した． 月 日から 月 日まで，計 晩














































































































月 日から 月 日までの間，計 晩実施した．他の光学観測同様 月 日から














































内陸旅行期間中にみずほ基地までの ルート， ルート， ルート上の雪尺測定，その















年 月 日，第 次隊との引き継ぎ作業中，コールドヘッドと冷凍容器の口が固体















( ) 網― 点の維持，及び 網において実施する 観測
国内（国土地理院）から保守・監視ができるようになった． 月 日の基地全停電では，
受信機 台，データ収録用 ，セシウム原子時計が でバックアップしきれず停
止し，一部欠測した． 年 月 日の計画停電においても， でバックアップしき
れず， と原子時計が停止した．なお， 実験期間中は混信を避けるため，電波の発
信を中断した．
( ) レーザー高度計検証のための雪尺測定，及び海氷上での 潮汐測定
ブイの試験観測を目的として， 月 日，北の浦に ブイを設置した． 月
日に回収するまで， 回の保守・点検作業を行った． 月 日には，弁天島西方約 沖



















の後収録を再開した．作業日と場所は， 月 日ラングホブデざくろ池および 月 日
西オングル島大池であった．
( ) アデリーペンギン等の個体数観測










































































































































せ替えを行い， まで運用した．第 次隊以降の輸送体制への対応として， コンテ
ナ用橇の牽引試験を基地付近の海氷上で行った．










































































































の航海が順調に進んだことに伴い，第 便は当初予定より 日早く 月 日に飛来
し，同日から緊急物資空輸が開始された．翌 日は天候状態が悪く， 日の空輸によって











ち帰り物資は，計 梱， ， ?であった．また，今回持ち帰りできなかった大


























隊以降に継続している．第 次隊では， 年 月 日に旧イメージングリオメータア












































































































月 日 越冬交代式 月 日 燃料輸送
月 日 超長基線電波干渉法 ( ) 月 日 太陽が戻ってきた
月 日 オングル島内一斉清掃 月 日 カタバ風とハイドロリックジャンプ
月 日 ?しらせ」昭和基地と最後のお別れ 月 - 日 ミッドウインター祭
月 日 初ブリザードを体験 月 日 昭和基地のアマチュア無線局
月 日 インターネットラジオに出演中 月 日 喫茶「クルックス」
月 日 初オーロラ視認 月 日 七夕祭り
月 日 レスキューリーダー講習 月 日 多目的大型アンテナ保守
月 日 島内散歩 月 日 ラングホブデ，スカルブスネスのルート工作
月 日 越冬成立式 月 日 オングルガルテン
月 日 第一回スポーツ大会 月 日 日帰り散歩
月 日 ひな祭り 月 日 休日のソフトボール
月 日 バー「はいむるぶし」オープン 月 日 ℓ水槽雪入れ
月 日 観測隊スケート部 月 日 氷霧
月 日 電源切り替え 月 日 幻日ふたたび
月 日 ブリザード後のスキー 月 日 ライフロープ
月 日 ペンギン来訪 月 日 ドッジボール大会
月 日 地ふぶき 月 日 基地の環境保全
月 日 重機による除雪開始 月 - 日 スカーレンのルート工作
月 日 オーロラの光学観測本格始動 月 日 中高生南極北極オープンフォーラム
月 日 野菜栽培装置設置 月 日 オーロラ共役点観測
月 日 サンピラーと幻日 月 日 とっつき岬
月 日 ピザ焼き窯登場 月 日 昭和基地で見る月
月 日 スポーツ大会 お花見 月 日 昭和基地の星空
月 日 スノーモービル運転講習会 月 日 夜勤
月 日 気象観測雪尺設置 月 日 みずほ旅行見送り
月 日 雪上車講習会 月 日 故福島隊員慰霊祭
月 日 ルート工作 月 日 オーロラ光学観測終了
月 日 採れたて野菜出荷開始 月 日 消火訓練
月 - 日 テント泊体験 月 日 みずほ旅行 (雪尺網)
月 日 波の形をした雲 月 日 みずほ旅行 (ハロ)
月 日 グリーンフラッシュとブルーフラッシュ 月 日 みずほ旅行 (車内生活)
月 日 オペレーション 月 日 みずほ旅行 (みずほ基地)
月 日 釣り大会 月 日 みずほ旅行 (無人磁力計)
月 日 日射放射の観測 月 日 みずほ旅行 (昭和基地着)
月 日 幻の太陽出現 月 日 長頭山遠足
月 日 こどもの日 月 日 胸部レントゲン
月 - 日 西オングル島テレメトリ施設充電旅行 月 日 弁天島のウェッデルルアザラシ
月 日 気象記念日・電波の日 月 日 流しそうめん
月 日 お湯の花火 月 - 日 ペンギンセンサス
月 - 日 健康診断 月 - 日 立ち下げ
月 日 ミッドウィンター 月 日 手作り豆腐
月 日 最後のキャベツ 月 日 樺太犬慰霊祭
月 日 高層観測気球の「油漬け」 月 日 無人飛行機による観測
月 日 真珠母雲 月 日 エアロゾルゾンデ飛揚
月 日 地磁気絶対観測 月 日 第 夏期隊員宿舎ふとん干し






本格除雪開始日（ 月 日）より 月初旬までは作業工作棟周辺（完了），倉庫棟周辺
（概ね完了）及び気象棟前広場（半分ほど完了）， 廃方面幹線道路（ほぼ終了）を重点的に
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